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アジア・アフリカ諸国大学の日本語学科と日本語教育 
 
ステラ・A・ブィーコヴァ 
 
モスクワ大学における日本語教育と日本語・日本文学の研究について言えば、現在日本語学
科が進めている道は遠い昔に始まった。ロシアにおいて日本語教育が始まったのは、18 世紀の
初め 1702 年である。ロシアと日本は隣国で、昔日本の船は海難にあって、それらの船に乗った
人がロシアに入ったこともあった。歴史上初めてロシアで日本語を教え始めたのは伝兵衛とい
う人物である。伝兵衛はカムチャツカの沖で海難に遭って、ピョートル大帝の命令を受け 1702
年に日本語を教えはじめた。1736 年にロシア科学アカデミー付属日本語学校が創立されて、日
本人のゴンザが日本語を教え始めた。当時は最初の日本語教科書、辞典などが作られた。18 世
紀の中ごろシベリアのイルクツクでは日本語学校が開かれた。普通ロシアに入った日本人は洗
礼を受けて新しい名前が付けられたりする習慣があった。当時作られた教材、辞書を見るとユ
ニークなものはイルクツク日本語学校の教師アンドレイ・タタリノフによる「露日辞典」では
ないかと思う。アンドレイ・タタリノフは東北出身の漂流民三之助の息子で、日本名はさんば
ちと云って、父と同様に東北出身であった。だからこそ、1000 語が載せられたこの辞典は歴史
上初めての東北弁の辞典となった。1870 年にサンクト・ペテルブルグ大学では日本語教育課程
が始まり、徐々に日本語教育の基盤が置かれて来た。1899 年にウラジオストックで東洋大学が
創立され、日本語が教えられ始めた。 
19 世紀、20 世紀の 50 年代まで日本語教育はサンクト・ペテルブルグを中心に行われていた。
モスクワでは、20世紀の 30年代には当時モスクワに開かれた東洋学大学で日本語教育が始まっ
た。戦後、有名な研究者であり、日本や中国の研究をなさっていた N. コンラッド先生、日本
語の理論を開発なさっていた N. フェルドマン先生が、サンクト・ペテルブルグからモスクワ
に移住されモスクワで日本語、日本文学、日本文化の研究を行いはじめてから、モスクワは日
本語教育、日本学の中心となった。コンラッド先生は日本語の理論を開発しながら「伊勢物語」、
「源氏物語」など、日本古典文学の研究をなさる一方、それらの作品の最初の断片的な翻訳を
なさった。面白いことに、コンラッド先生は日本、中国の優れた研究者であるだけでなく、と
ても魅力的な人だったから、若い研究者は「光源氏」とコンラッド先生自身の共通点を求めて、
冗談半分に先生のことを Prince Genji といっていた。特に注意しなければならないのは、ロシ
アで一番大きく、260 年以上の歴史を持つロモノーソフ名称モスクワ国立総合大学では日本語
教育課程が始まったことである。最初はモスクワ大学では日本語は二つの学部、文学部と歴史
学部で教えられていた。1956 年にモスクワ大学付属東洋語大学が設立されて、後に今のアジ
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ア・アフリカ諸国大学と名を変えたのである。日本語教育だけでなく、東洋学全体として大き
な刺激を受けて、多面的な発展が可能なものになった。東洋語大学は全国の東洋語教育の中心
となって来た。 
現在ロシアの 50 ぐらいの大学、多くの学校などで日本語を教えている。日本語を学びたい人
は年々増えている。ロシアでは隣国である日本、日本文化、日本文学に対する関心が深くなっ
ている。もう 20 年以上もモスクワで開かれる CIS 大学生日本語弁論大会の参加者のリストを見
れば、ロシアの殆どの地方で日本語を学んでいることが分かる。段々日本語教育の地域が広が
り、昔から日本語教育を進めているモスクワ、サンクト・ペテルブルグ、ウラジオストックの
ほかにウラル山脈のエカテリンブルグ、ボルガ川のニジニー・ノブゴロッド、モスクワに近い
リャザニ市、シベリアと極東の多くの所で日本語教育が行われている。 
モスクワの例を上げれば、以前はモスクワ大学と国際関係大学だけで日本語が勉強されてい
たが、現在では国立言語大学、ロシア国立人文大学、東洋諸国大学、モスクワ市立教育大学、
ロシア国立高等経済大学などの大学で日本語が勉強されている。 
アジア・アフリカ諸国大学が入っているモスクワ大学では日本語は第二外国語としてジャー
ナリズム学部、世界政治学部、地理学部、心理学部などの学部でも教えられているが、アジア・
アフリカ諸国大学は中心である。ロシア文部省が定めたとおりアジア・アフリカ諸国大学は東
洋語、東洋学の主要教育機関であり、全国用の東洋語教育の基準を作っている。東洋語大学の
歴史に関し言っておかなければならないことは、1956 年に設立されたばかりの東洋語大学では
すでに日本語学科の他に中国学科、インド語学科、ペルシア語学科、東南語・モンゴル語学科・
韓国語学科、アフリカ諸国学科などの学科が次々に生まれてきたことである。日本語学科はア
ジア・アフリカ大学でもっとも長い歴史を持つ、1956 年から教育を行っている学科である。日
本語学科が設立されてから今まで日本語教育そのものだけでなく、日本語学、日本文学、日本
語教育方法の分野における研究を進めてきた。 
日本語学科の創立者は皆優れた巨匠達ばかりだったと言っても過言ではない。1962 年まで日
本語学科は極東東洋語学科と呼ばれ、日本語学科の創立者、学科長は N. パユソフ先生だった。
パユソフ先生はロシア史上初めて文語，草書、候文の教科書を作った。A. リャブキン先生は日
本語を教えながら、有島武郎の「ある女」、島崎藤村、芥川龍之介の作品等の翻訳をなさった。
L. ロバチョフ先生は日本語史のコースを始めた。当時、母国語が日本語である教師は一人だけ、
日本共産党の創立者の一人である片山潜の娘、片山やす先生がいた。片山やす先生は日本語会
話を教えていたが、色々な活動もしていた。他の教師と一緒に日本語学科による最初の教科書
をつくり、日本の文化、習慣を紹介している。片山先生は様々な才能に恵まれて、若い時クラッ
シック・バレエもしていた。 
― 15 ― 
日本文学の有名な研究者、翻訳家である I. イヨッフェ（ペンネームはリボーヴァ）先生が樋
口一葉の「にごりえ」、井原西鶴、近松門左衛門、徳永直の「黒潮」、芥川龍之介等の作品の翻
訳をなさった。特に、イオッフェ先生による「平家物語」の日露翻訳は傑作と言ってもいいほ
ど素晴らしいもので、前書きそのものも日本史、日本文学に関する優れた論文である。この先
生はサンクト・ペテルブルグ大学を卒業して、学生時代にコンラッド先生の指導を受け、日本
文学、日本文化に関する知識がたいへん深いものだった。イオッフェ先生は日本文学を教えて、
多くの日本文学の研究者を育てた。又、イオッフェ先生は日本語学科史上初めて日本の勲章、
旭日章を授与された。 
科学アカデミーとの協力も進展して、コンラッド先生が年に２－３回位は大学生のために講
演を行い、日本語学科だけでなく、大学の色々な学科の教師、学生が集まり、熱心に聞いてい
た。大学ではコンラッド先生が講演をする予定があると分かれば、祭りのような明るい雰囲気
に満ちていた。  
1962 年には日本語学科の発展が新しい段階に入った。この時までにモスクワ大学、すなわち
アジア・アフリカ諸国大学では日本語教育の主な原則と教育方法が完全に形成され、学科の名
前も変わって日本語学科となった。そして、1962 年に優れた東洋学者、日本語の研究者である
I. ゴロヴニン教授が学科長になった。ゴロヴニン先生は長い間、1991 年まで学科長をしていて、
ゴロヴニン先生の時代と言ってもいいほど華やかな時代が続いていた。その時日本語教育の新
しい方法が導入されて、新しい教科書、教材が作成された。ゴロヴニン先生はイオッフェ先生
と同様に大学院で勉強した時、有名なコンラッド先生の指導を受けた。ゴロヴニン先生は日本
語を教えるだけでなく、日本語に関する様々な研究を行っていた。特に日本語の文法論の分野
でなさった貢献が大きく、ゴロヴニン先生による数多くの論文だけでなく、『現在日本語文法』
と『現在日本語のシンタクスの入門』は現在までたいへん高く評価されている。先生は翻訳活
動も行われていた。 
また、ゴロヴニン先生は若い研究者の指導も行い、日本学科の博士の半分ぐらいはゴロヴニ
ン先生の弟子たちである。モスクワ大学だけでなく、他の大学の卒業生も大学院に入り、ゴロ
ヴニン先生の指導を受けた。特にウラジオストックにある極東大学の日本語学科のスタッフの
なかにゴロヴニン先生の教え子が多い。それと同時に日本文学の作品、芥川龍之介等の翻訳を
なさった。旧ソ連、ロシアで人気があり今も使われているのは、ゴロヴニン先生の編集で日本
語学科の教師により作られた初級用の日本語教科書である。ロシアの日本語学界では、略して
「ゴロヴニン先生の教科書」と言われている。当時、毎年ゴロヴニン先生の創意によって大学
では全国の日本語・日本文学の研究をめぐる会議が開かれ、論文集が出版されたりした。1993
年にゴロヴニン先生は瑞宝章を授与された。 
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V. グリヴニン先生は優れた日本文学の研究者、翻訳家で、芥川龍之介の研究を行いながら芥
川龍之介、大江健三郎、安部公房の作品を殆んど全部翻訳なされた。又、グリヴニン先生は翻
訳論に関する研究を行い、学生たちに日露翻訳を教えていた。1997 年にグリヴニン先生は旭日
章を授章されている。ついでに申し上げると、2014 年に S. ブィーコヴァ日本語学科長、2015
年に L. ネチャエワ先生に旭日章を授与された。 
L. ストリジャック先生は日本語の会話、日露・露日通訳を教え、東京生まれの V. ヤヌシェ
フスキー先生との共著で、いくつかの日露・露日通訳法の教科書を作った。ストリジャック先
生は優れた教師であるだけでなく、当時一二を争う同時通訳者で、たいへん高いレベルでの会
談、会議、交渉の同時通訳を行った。それにストリジャック先生は日露交流の発展のために大
きな努力をはらっていた。同先生の幅広い活動の一環としては、日本の諸大学との交流を始め
られたことが挙げられる。モスクワ大学は早稲田大学、東海大学、創価大学などの大学と協定
を結び、これらの協定の枠内で日本語を習う学生が色々な大学での研修、ロシア語を習う日本
の大学生がモスクワ大学への研修に参加することが可能になった。この交流に関する交渉に活
発に参加したストリジャック先生の役割は非常に重要なものである。最初の交流に関する協定
がモスクワ大学と東海大学の間に結ばれ、1970 年代の中ごろストリジャック先生に率いられて
モスクワ大学の最初の研修生団が日本へ行った。後の研修生団と違ってこの研修生団は学生で
なく卒業生からなっていて、同時通訳者を育成することを目指していた。卒業生のなかには、
後に同時通訳の経験を経てから優れた学者や外交官になった人がいた。その時から東海大学と
の何年間も続いている両大学間の交流が始まった。ストリジャック先生の多面的活動が高く評
価されて、2005 年に旭日章が授与された。 
イオッフェ先生の同級生である N. カルポヴィッチ先生は数多くの教科書を出版した。特に
当時開かれたばかりの、いわゆる「第二高等教育」の学生向けの教科書は人気があった。「第二
高等教育」とは他の大学を卒業して、日本語を習いたい人のための 2 年間の短期コースで、勉
強していた学生は色々な分野の専門家で、なかにはその時開かれたモスクワ―東京直行便のア
エロフロートのパイロット、極東から派遣された貿易船の船員もいた。カルポヴィッチ先生は
サンクト・ペテルブルグ大学を卒業し、学生時代にはコンラッド先生の指導を受けた。 
又、数年間日本語学科の教授として働いていた A. パシコフスキー先生は有名な言語学者で
あり、若い時ゴロヴニン先生とグリヴニン先生に日本語を教えていた。パシコフスキー先生は
日本語学の全分野における研究を行い、沢山の本、論文などを書いた。 
現在モスクワだけでなく、全ロシアにおいて日本語教育課程が盛んになり、強い刺激を与え
たのはロシアにおける日本語研究の進歩である。19-21 世紀には多くの分野、すなわち日本語
アクセント論（ポリヴァノフ先生がその先駆者で、日本に長く滞在して、日本語の方言を研究
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して、日本語アクセント論だけでなく、子音、母音システムも深く研究した）、日本語の文法論
（コンラッド先生、フェルドマン先生、プレトネル先生、ポリヴァノフ先生による研究）、日本
語史（スィロミャトニコフ先生、ポポフ先生）などの研究が盛んに行われた。日本語学科の設
立者も他の同僚の学者と一緒に日本語学の発展のために全力を尽くし、日本語学、日本語教育
法の研究、日本文学の理論研究を行って、日本語教育をもっと高いレベルに引き上げることを
可能にした。 
学科の創立者によって作られた理論基盤に基づき、現在の日本語学科は日本語教育の新しい
方法を導入して、新しい教科書、教材を沢山出版してきた。今現在色々な大学で広く使われて
いるのは L. ネチャエワ著『初級日本語教科書』、S. ブィーコヴァ著『日露・露日通訳法』、E. ス
トロゴヴァ、N. シェフテレヴィッチ著『中級の日本語の読本』、E. ベッソノヴァ、A. クドリャ
ショヴァ、L. ネチャエワ著『初・中級の日本語教科書』などである。 
日本語学科のスタッフによる研究について言うと、主に日本語の理論と文学の分野における
研究が行われている。日本語の理論の研究は多面的で、文法論，語彙論、文体論、日本の文字、
慣用句論，方言論、翻訳論、社会言語学、擬声語・擬態語などである。数年前にロシア史上初
めて 4000 語を収録した、S. ブィーコヴァ著『日露慣用句辞典』と N. ルマーク先生が共著で
作った『日露擬声語・擬態語辞典』が出版された。日本文学に関する研究について言うと、古
典文学から現在文学にいたるまでの広い範囲をカバーしており、そのなかには 20 世紀の文学作
品の研究（故グリシナ先生）、芭蕉の作品の研究（故 N. シェフテレヴィッチ先生）、古典、中
世文学（V. マズリック先生）、民俗学の研究（A. サドコワ先生）などがある。学科の教員は多
くの論文を書き、『モスクワ大学紀要：東洋学』誌だけでなく、他の学術誌にも載せたりする。
学科による論文集も出版される。毎年春には、モスクワ大学の各学部で、モスクワ大学の創立
者である、有名なロシアの学者，ロモノーソフを記念して「ロモノーソフ講演会」が開かれる。
その際、アジア・アフリカ諸国大学では東洋学の各分野に関する部会別の会議が行われ、日本
語学科の教師は活発に参加する。又、他の大学、ロシア科学アカデミー研究所が行うシンポジ
ウム、国際会議にも参加する。その他、年に２回、アジア・アフリカ諸国大学で CIS 日本語教
師会議が開かれ、これは日本語学科が組織するものである。 
日本語を勉強する学生数が年々多くなっている。学科が設立された時は一クラスで、平均 4-5
人だった。当時専攻は三つだけで、日本語学、日本文学、日本史であった。現在毎年 4 クラス
があり、日本語学科の学生総数は 140 名を超えている。学生は前にあった専攻の他に日本経済、
政治、文化を選ぶことが出来る。各学年は文学・言語学の一クラス、歴史の一クラス、経済学
の一クラス、社会学の一クラスである。一クラスは 7-10 名位である。しかし、どの専攻であっ
ても、日本語のシラバス、プログラム、時間数は一致している。日本語の時間数は、１年生は
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一週 16 時間、2 年生は 14 時間、3 年生は 12 時間、4 年生は 10 時間である。その他、10-12 ヶ
月の日本での研修もある。各クラスは少なくとも三人の先生が授業を行い、初級の場合、日本
語の文法、文字、文章表現などは一人の先生が教え、発音、会話などは二人の先生によるもの
で、中級・上級になると、時には 4 人の先生が授業を行っている。2 年生になってからモスク
ワ大学の学生は全員学年論文を書く。原則的に日本語の知識がまだ不十分な初級段階では、日
本語の著書も使われるが主にロシア語と英語で出版された著書が使われている。日本語の知識
の基盤ができた中・上級の学生は日本語での著書、論文を広く使いながら研究を行っている。
言語学（日本語学）や日本文学を専攻とする学生の論文は日本語学科の先生が指導し、大学院
も同様である。又、日本語学科には日本語学、文学を専攻とする学生のために特別の理論コー
スとゼミナールがあり、それは必修科目となっている、古代から現在までの日本文学、日本語
文法論、語彙論、日本語史、文体論、日露翻訳法の理論、日本語慣用句論、方言論などのコー
スである。その他、歴史などの専攻の学生のために日本文学の講義も日本語学科の教師が行い、
言語学、文学を専攻する学生のために日本史、経済、社会に関する講義は日本史・文化学科、
国際経済関係学科の教師が行う。 
大学院の教育課程がもっと高いレベルで行われ、言語学論、文学論に関する内容の深いコー
スがあるが、それらも日本語学科によるものである。大学院生数も前に比べて多くなってきて
おり、他の大学を卒業した若い人も入学する。日本語学科だけでなく、他の大学の教師のなか
ではモスクワ大学の大学院を卒業した博士がいる。ちなみに、日本語教育が行われているモス
クワの諸大学の日本語教師の大部分は、モスクワ大学の日本語学科卒業生で構成される。大学
院には、以上の専攻に加えて日本文化と日本語教授法の専攻もある。 
モスクワ大学のアジア・アフリカ諸国大学の学生は東洋語を学びながら主に以上の専攻を選
んで勉強している。しかし、どの専攻であっても日本語と日本文学は日本語学科の先生が教え
ている。日本史とか経済などは他の学科が担当している。 
ロシア文部省が定めたとおり、アジア・アフリカ諸国大学は東洋語、東洋学の主要機関であ
り、全国向けの東洋語教育の基準を作るのである。 
具体的にモスクワ大学で日本語教育課程はどのように行われているかというと、先ず教材と
シラバス、プログラムについて話さなければならない。教科書についは、ロシアで作られた教
科書と日本で出版された教材を使っている。ここ 10-15 年間、日本語学科の教師によって新し
い教科書、教材が作られて、また国際交流基金と在モスクワ日本大使館の支援で、日本で作ら
れた新教材やビデオなどが沢山教育課程に導入され、日本語教育のレベルを高めることができ
た。日本語学科のスタッフには日本での研修のチャンスが与えられて、そのことも教科書の出
版と合わせて、全体としての日本語教育課程の発展に大変重要な役割を演じているのではない
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かと思われる。又、毎年日本から専門家が来られ、学科の教師と共に日本語教育課程に活発に
参加している。 
教育方法について言うと、初、中、上級の過程はそれぞれ特徴があるが、日本語の文法、漢
字、単語などを導入してから、テキストを読ませたり，訳させたり、ロール・プレイをさせた
り、会話、日本語での発表をさせたり、聴解などをさせたりする点では一貫している。中・上
級の学生には日本文学の作品を読ませたり、読んだ内容に関する作文を授業で書かせたりする。
日本語を学んでいる学生は常用漢字を全部覚え、色々な作文を書き、テストを受ける。又、日
露・露日通訳、翻訳をする。試験はいつも筆記試験と口頭試験からなっている。毎年日本語学
科の学生は能力試験と CIS 大学生日本語弁論大会に参加する。 
設立以来日本学科は、およそ 2000 人の卒業生を送り出した。ロシアの学生だけでなく、ドイ
ツ、中国、モンゴル、ブルガリア、韓国、ベトナムの留学生も学んでいた。日本の大学院生も
留学したことがある。日本語学科の卒業生のなかには、日本でも良く知られている学者、外務
次官、大使、公史などを歴任した優れた外交官、翻訳家がいる。 
2016 年 5 月に日本語学科は、他の学科と一緒にアジア・アフリカ諸国大学の 60 年周年記念
日を祝う。今まで日本語教育課程に大きな努力を注入して、2014 年には国際交流基金賞が授与
された。これは光栄なことであり、大きな刺激になると固く信じている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モスクワ国立大学日本語学科の（右から）L.オヴチンニコヴァ助教授、 
L.ヴァシリェヴァ教師、V.マズリック助教授、S.ブィーコヴァ日本語学
科長 
